
奈
良
・藤
原
京
跡
右
京
九
条
四
坊

１
　
所
在
地
　
　
　
余
良
県
橿
原
市
城
殿
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
三
年

（平
５
）
八
月
ｉ

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
橿
原
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
露
口
真
広

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
末
―
八
世
紀
初
頭

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

こ
の
調
査
は
共
同
住
宅
建
設
に
伴
う
事
前
発
掘
調
査
で
あ
る
。
調
査
地
は
本

薬
師
寺
跡
の
南
西
、
古
代
の
官
道
下
ツ
道
の
名
残
り
を
残
す
国
道

一
六
九
号
線

よ
り
東
に
入

っ
た
水
田
地
帯
の

中
に
あ
る
。
藤
原
京
の
条
坊
復

原
図
に
よ
る
と
、
右
京
九
条
四

坊
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
た
り
、
西

四
坊
坊
間
路
と
九
条
条
間
路
と

の
交
差
点
や
周
辺
の
宅
地
建
物

が
想
定
さ
れ
る
地
点
で
あ
る
。

右
京
九
条
四
坊
に
つ
い
て
は
調

査
件
数
が
少
な
く
、
北
限
の
八

条
大
路
や
西
三
坊
大
路
な
ど
を
検
出
し
て
い
る
程
度
で
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
未
解

明
で
あ

っ
た
。

今
回
の
調
査
は
、
東
北
坪
及
び
東
南
坪
内
に
設
定
し
た
Ａ
区

（五
〇
四
∬
）、

西
北
坪
及
び
西
南
坪
内
に
設
定
し
た
Ｂ
区

ｃ
〓
一五
Ｎ
）
の
二
ヵ
所
で
行
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
右
京
九
条
四
坊
内
の
宅
地
利
用
状
況
を
充
分
に
把
握
す
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
藤
原
京
全
体
に
関
わ
る
貴
重
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
た
。
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
Ａ
区
で
西
四
坊
坊
間
路
の
東
側
溝

一
条

・

橋

一
基

・
便
所
遺
構
二
基
、
Ｂ
区
で
掘
立
柱
建
物

一
棟
な
ど
で
あ
る
。

西
四
坊
坊
間
路
東
側
溝
ｓ
Ｄ
Ｏ

一
は
幅
約
○

。
四
を
二

。
Ｏ
ｍ
、
深
さ
○

・

一
ｉ
Ｏ

・
七
ｍ
を
測
る
南
北
溝
で
、
調
査
区
の
南
北
長
分
七
二
ｍ
に
わ
た
っ
て

検
出
し
た
。
溝
の
埋
土
は
上
下
三
層
か
ら
な
り
、
上
層
は
埋
立
て
に
伴
う
整
地

上
、
下
層
は
流
砂
層
で
あ
る
。
遺
物
は
主
に
下
層
か
ら
出
土
し
、
藤
原
京
期
の

上
器
が
含
ま
れ
る
。
西
側
溝
に
つ
い
て
は
別
途
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
て
検
出
を

試
み
た
が
確
認
で
き
ず
、
柱
穴
多
数
を
認
め
た
の
み
で
あ
る
。

橋
ｓ
Ｂ
Ｏ

一
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｏ

一
の
東
岸
に
設
け
ら
れ
た
木
組
み
の
施
設
で
、
軟

弱
な
砂
層
の
溝
肩
に
沿
っ
て
横
木
と
杭
で
護
岸
し
、
そ
の
上
に

一
部
自
然
木
を

わ
た
す
。
溝
底
に
橋
脚
の
据
え
付
け
穴
は
な
い
が
、
位
置
的
に
は
九
条
条
間
路

と
の
交
差
点
近
く
に
あ
た
り
、
東
西
方
向
の
簡
易
な
橋
を
架
け
て
い
た
と
推
測

で
き
る
。
同
様
の
構
造
の
施
設
は
右
京
五
条
四
坊
の
調
査
で
確
認
さ
れ
た
五
条

条
間
路
か
ら
下
ソ
道
東
側
溝

へ
わ
た
し
た
橋
に
も
見
ら
れ
、
今
回
は
そ
の
規
模

縮
小
版
と
考
え
ら
れ
る
。

(吉野山)



1993年出上の木簡

便
所
遺
構
Ｓ
ｘ
Ｏ

一
は
、
径
四

・
六
ｍ
、
幅
○

。
四
ｍ
、
現
状
で
の
深
さ
約

○

・
五
ｍ
を
測
る
弧
状
の
素
掘
溝
で
あ
る
。
埋
上
の
ほ
と
ん
ど
は
流
砂
層
か
ら

な
る
が
、
最
終
的
に
は
人
頭
大
の
礫
や
土
器

・
瓦

・
板
材
が
混
じ
る
整
地
土
に

よ
り
埋
め
ら
れ
て
い
る
。
溝
肩
の
一
部
が
大
き
く
え
ぐ
ら
れ
て
い
る
状
況
な
ど

か
ら
、
南
か
ら
導
水
し
北

へ
排
水
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

便
所
遺
構
Ｓ
ｘ
Ｏ
二
は
、
現
状
で
南
北
二

。
一
ｍ
、
東
西

一
・
四
ｍ
、
深
さ

○

・
五
ｍ
を
測
る
不
整
精
円
形
の
浅
い
土
坑
で
、
地
盤
が
軟
弱
な
砂
層
で
あ
る

た
め
原
形
を
と
ど
め
て
い
な
い
が
、
本
来
は
長
精
円
形
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
木
杭
が
四
隅
近
く
に
打
ち
込
ま
れ
て
お
り
、
う
ち
二
本
が
残
存
し
て
い
る
。

確
認
で
き
た
四
本
の
杭
の
間
隔
は
南
北
○

・
九
ｍ
、
東
西
○

・
五
ｍ
に
復
原
で

き
る
。
そ
し
て
土
坑
内
の
湧
水
を
あ
る
程
度
排
水
す
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
小

溝
が
、
道
路
側
溝

へ
と
の
び
て
い
る
。
Ｓ
Ｘ
Ｏ

一
を
水
洗
式
、
Ｓ
ｘ
Ｏ
二
を
く

み
取
り
式
の
便
所
と
判
断
し
た
。

木
簡
六
点
は
西
四
坊
坊
間
路
の
東
側
溝
Ｓ
Ｄ
〇

一
、
特
に
橋
ｓ
Ｂ
Ｏ

一
周
辺

か
ら
集
中
し
て
出
土
し
た
。
呪
符
木
簡
①
は
、
Ｓ
Ｂ
Ｏ

一
よ
り
下
流
に
あ
た
る

北
側
の
溝
底
で
二
片
に
分
か
れ
て
出
上
し
、
そ
れ
ぞ
れ
下
に
な

っ
て
い
た
面
の

み
に
墨
痕
が
残

っ
て
い
た
。　
一
方
、
八
卦
木
簡
②
は
ｓ
Ｂ
Ｏ

一
よ
り
上
流
に
あ

た
る
南
側
の
溝
底
、
流
砂
の
中
か
ら
出
土
し
た
。

共
伴
遺
物
に
は
、
須
恵
器

・
土
師
器

・
墨
書
土
器

・
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器

。
人

形

・
土
馬

・
斎
串

・
曲
物

。
壽
木

。
軒
平
瓦

盆
ハ
五
六
一
型
式
）
。
木
杭
な
ど
、

整
理
用
コ
ン
テ
ナ
約

一
八
箱
分
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
妻
木
は
Ｓ
Ｄ
Ｏ

一
、
特
に

|

Ｓ
Ｘ
Ｏ
二
の
南
端
や
排
水
小
溝
の
流
出
口
付
近
か
ら
ま
と
ま

っ
て
出
上
し
て
お

り
、
そ
の
総
数
は
約
四
〇
点
に
達
す
る
。
法
量
は
特
に
均

一
性
が
な
く
、
長
さ

一
五
ｉ
三
Ｏ

ｃｍ
、
幅
○

・
七
？

一
・
○

釦
を
測
る
。
加
工
の
度
合
い
に
ば
ら

つ

き
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
細
い
短
冊
状
の
板
や
先
を
ゆ
る
や
か
に
尖
ら
せ
た
丸

い
棒
状
の
も
の
な
ど
、
仕
上
げ
方
も
多
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
木
簡

の
転
用
品
か
と
考
え
ら
れ
る
板
材
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
墨
痕
は
認
め
ら
れ
な

か

っ
た
。

木
簡
の
ほ
か
に
遺
跡
の
性
格
を
示
す
遺
物
に
は
、
人
形
二
点
、
斎
串
二
点
、

土
馬
四
点
、
ミ
ニ
チ

ュ
ア
土
器
（一喜

な
ど
の
祭
祀
遺
物
が
あ
る
。
ま
た
墨
書
土

器
に
は
、
須
恵
器
杯
の
底
部
外
面
に

「司
」
と
読
め
る
も
の
が

一
点
あ
る
。

0      20m A区

鴨稼写な含
晒盈写6脚�



８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

。
「
＜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
里
□
□
内
□
送
ヽ
打
ヽ
急
苺
如
律
令

四
方
井
□
大
神
龍
王
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

婢
麻
佐
女
生
年
十
九
黒
色

（人
物
像
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔色
ヵ
〕

婢
□
□
女
生
年
□
□
□
回

（人
物
像
）

」

ヽ
⇔
『
×

∞
∞
×

ミ
　

〇
∞
］

。
「
＜
東
方
木
神
王

南
方
火
神
王

中
央
土
神
王

口
　
　
　
回

同
　
　
　
国

絶
命
在
離
忌

遊
年
在
乾

②
　
。
「
年
井
五
　
　
　
　
　
　
生
気
在
兌
宜

禍
害
在
巽
忌

〔一一一〕
回
月
十

一
日
庚
寅
木
開
吉

。
「
宮
仕
良
日
時
者
卯
辰
間
乙
時
吉

占
者

吉 甚
1_」

〕
ｏ
伽
×

∞
］
Ｘ

∞
　

ｏ
ド
Ｈ

|

サ|｀ヽ
木簡(1)左半部

Y=-18,335,Oml

SB-01 平面図 (1/100)
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(1)右半表 (1)左半裏 α)右半表



③
　
・
元
位
佐
伯
直
国
依
請
日
国

。同□
□
同田Ш
日□
□
□
□

⑩

　

「
＜
日
回
郡
□
□
里
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（昼
Ｘ
】叉
∞
Φ開

⑤

　

「
若

海

藻

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

μ
中
支

岸
巽

∞

ｏ
解

ω
は
大
型
の
呪
符
木
簡
で
、
近
接
し
た
位
置
か
ら
縦
に
二
片
に
割
ら
れ
た
状

態
で
出
上
し
た
。
右
片
は
一暴
が
、
左
片
は
表
が
そ
れ
ぞ
れ
損
傷
し
て
お
り
、
表

裏
に
記
さ
れ
た
全
文
を
完
全
に
釈
読
し
、
ま
た
そ
こ
に
描
か
れ
た
二
人
の
人
物

像
の
全
貌
を
跡
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
左
右
両
辺
に
は
上
端
か
ら
八
伽
の

位
置
に
刀
子
で
切
り
欠
い
た
台
形
状
の
切
り
込
み
が
あ
り
、
何
ら
か
の
も
の
に

結
び
つ
け
て
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

表
に
は
ま
ず
祈
願
の
対
象
と
さ
れ
る
神
と
し
て

「四
方
汁
□
大
神
龍
王
」
が

書
か
れ
る
。
四
字
日
は
墨
痕
が
か
す
か
に
確
認
で
き
る
に
止
ま
り
、
文
字
を
確

定
で
き
な
い
が
、
数
字
が
書
か
れ
て
い
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お

「大
神
龍

王
」
は
中
世
の
呪
符
木
簡
な
ど
に
登
場
す
る
が
、
古
代
の
木
簡
で
は
初
見
で
あ

る
。
次
い
で
右
に
寄
せ
て
願
い
の
内
容
で
あ
る

「七
里
□
□
内
□
送
苺
打
ヽ
」

と
呪
旬

「急
ミ
如
律
令
」
を
記
す
。
願
い
の
内
容
を
記
し
た

「七
里
□
□
内
□

送
ミ
打
ミ
」
の
箇
所
で
判
読
し
が
た
い
三
文
字
の
う
ち
、

「七
里
」
に
続
く
二

文
字
は
最
初
が
糸
篇
の
文
字
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
が
、
秀
は
確
定
し
え

ず
、
ま
た
そ
の
次
は

「皆
」
の
字
の
如
く
で
あ
る
が
こ
れ
も
断
定
す
る
に
は
至

ら
な
い
。
あ
る
い
は

「結
皆
」
と
書
い
て
、
そ
れ
で
結
界
を
意
味
さ
せ
た
と
も

考
え
ら
れ
る
。
ま
た

「内
」
に
続
く
文
字
は
墨
痕

・
運
筆
と
も
明
瞭
で
あ
る
が
、

文
字
を
特
定
し
難
い
。

「外
」
と
も
読
め
る
が
、
秀
の
第

一
画
の
終
筆
が
明
瞭

に
は
ね
ら
れ
て
お
り
、
ま
た

「内
外
」
と
す
る
と
文
意
も
不
明
瞭
と
な
っ
て
、

「外
」
と
断
定
す
る
の
は
躊
躇
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
こ
の
字
は

「水
」
で
、
わ

ざ
わ
ざ
第
三
画
を
欠
い
て
記
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

す
な
わ
ち
欠
画
と
い
う
行
為
に
意
味
を
認
め
、
こ
の
場
合
は

「送
」
り

「打
」

つ
対
象
で
あ
る

「水
」
の
力
を
削
ぐ
意
味
が
あ
り
、
願
い
の
内
容
を
七
里
結
界

内
の

「水
」
を
そ
の
外

へ

「送
」
り

「打
」
つ
と
解
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
理
解
す
る
と
祈
願
の
対
象
が
水
と
深
い
関
わ
り
を
も
つ

「大
神
龍
王
」
で

あ
る
こ
と
も
理
解
し
易
い
。
こ
の
よ
う
に

「水
」
で
あ
る
と
す
る
と
文
意
は
通

る
が
、
果
た
し
て

「水
」
と
断
定
し
て
よ
い
か
問
題
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ

表
に
は
四
方
の
神
で
あ
る
大
神
龍
王
に
水
な
ど
を
七
里
の
外

へ
追
い
出
す
こ
と

を
願
っ
た
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一異
に
は
冒
頭
に
表
の

「四
方
汁
□
大
神
龍
王
」
と
対
応
す
る
か
の
よ
う
に
五

方
の

「神
王
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、
北
方
と
西
方
の
二
神
王
が

書
か
れ
て
い
る
べ
き
箇
所
に
は
墨
痕
が
遺

っ
て
い
な
い
。
「神
王
」
が
表
の
「大

神
龍
王
」
の
略
称
で
あ
る
と
す
る
と
、
表
が
四
方
で
あ
る
の
に
対
し
て
一暴
が
五

方
で
あ
る
の
は
合
わ
な
い
が
、
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
五
方
の

「神
王
」

の
下
に
は
二
人
の
人
物
の
画
が
上
下
に
や
や
位
置
を
ず
ら
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

二
人
の
人
物
の
右
下
に
は
二
人
が
婢
で
あ
る
こ
と
を
示
す
記
載
が
あ
り
、
そ
れ

命

⇔
υ

×

Ｏ

Ｃ

ｘ

”
　

ｏ
留
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に
続
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前

・
生
年
と
色
が
記
さ
れ
て
い
る
。
名
前

・
生
年

・

色
を
判
読
し
得
た
の
は
上
に
描
か
れ
た

「床
佐
女
」
と
い
う
人
物
だ
け
で
、
下

の
人
物
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
得
な
い
。
色
と
は
こ
の
場
合
五
行
に

配
さ
れ
る
五
色
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
吉
野
裕
子
氏
に
よ
る
と
、

「床
佐
女
」

の
色
で
あ
る

「黒
色
」
は
五
行
の
水
の
色
で
、
「床
佐
女
」
た
ち
が
女
性
で
あ
る

こ
と
と
相
ま
っ
て
水
を
防
ぐ
力
が
強
く
、
二
人
の
婢
は
水
防
の
呪
物
と
な
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
う
。
こ
の
点
は
表
に
記
さ
れ
た
願
い
の
内
容
や
祈
願

の
対
象
と
な
っ
た
神
が

「大
神
龍
王
」
あ
る
い
は

「神
王
」
で
あ

っ
た
こ
と
と

符
合
し
、
二
人
の
婢
は
水
を
防
ぐ
た
め
の
人
柱
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
た
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
場
合
、
実
際
に
二
人
の
婢
が
人
柱
と
さ
れ

た
の
で
は
な
く
、
こ
こ
に
描
か
れ
た
画
に
よ
っ
て
代
用
さ
れ
た
可
能
性
も
強
い
。

こ
の
点
は
左
右
両
辺
に
あ
る
切
り
欠
き
の
存
在
と
と
も
に
、
木
簡
の
使
用
法
を

考
え
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

②
は
八
卦
法
に
基
づ
く
占
い
の
木
簡
で
あ
る
。
幾
つ
か
の
破
片
を
接
合
し
た

が
、
裏
の
右
上
端
部
分
の
断
片
が
見
当
た
ら
ず
、
双
行
割
書
部
分
冒
頭
の
月
を

文
字
と
し
て
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
黒
岩
重
人
氏
の

論
考
に
依
ら
れ
た
い
が
、
そ
の
内
容
を
以
下
で
簡
単
に
紹
介
す
る
。

ま
ず
表
は
今
年
三
五
歳
に
な
る
男
性
の
本
年
の
禁
忌
を
八
卦
法
に
よ
っ
て
占

っ
た
内
容
を
記
し
た
も
の
で
、
そ
の
理
論
は
五
行
大
義
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い

る
。　
一
方
一異
で
は
こ
の
人
物
が
官
仕
え
を
す
る
に
あ
た
っ
て
の
良
日
を
占

っ
て

い
る
。　
こ
の
人
物
が
仕
え
た

「官
」
の
実
態
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

「官
仕
良

日
」
と
し
て
選
ば
れ
た

「□
月
十

一
日
」
は
、
そ
れ
に
続
け
て
記
さ
れ
た

「庚

寅
木
開
吉
」
と
の
記
載
か
ら
慶
雲
二
年

（七
〇
五
三
二
月
十

一
日
庚
寅
に
あ
た
る

と
推
定
さ
れ
、
年
代
を
特
定
し
う
る
点
は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
八
卦
忌

に
よ
る
占
い
や
選
日
が
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
平
安
時
代
を
蓬
か
に
遡
る

八
世
紀
初
頭
に
既
に
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
は
、
古
代
の
日

本
に
お
け
る
陰
陽
五
行
思
想
の
受
容
を
知
る
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

０
は
断
片
八
片
を
接
合
し
た
も
の
で
、
恐
ら
く
文
書
木
簡
の
断
簡
で
あ
ろ
う
。

ω
は
表
面
が
損
惨
す
る
と
と
も
に
削
ら
れ
て
い
る
た
め
郡
里
名
を
明
ら
か
に

で
き
な
い
が
、
大
宝
令
制
下
の
荷
札
で
あ
る
。
下
端
が
僅
か
に
欠
け
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
は
京
都
教
育
大
学
の
和
田
率
氏
と
奈
良
国
立
文
化
財
研

究
所
の
橋
本
が
あ
た
り
、
①
に
つ
い
て
は
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
と
受
像
器
な

ど
を
用
い
て
細
部
を
確
認
し
た
。
ま
た
釈
文
確
定
後
①
②
の
内
容
的
な
検
討
に

あ
た
り
吉
野
裕
子

・
黒
岩
重
人
両
氏
の
ご
教
示

・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物
館

『
大
和
を
掘
る
�

十
一
九
九
三

年
度
発
掘
調
査
速
報
展
―
』
（
一
九
九
四
年
）

吉
野
裕
子

「藤
原
京
右
京
区
出
土
木
筒
の
推
理
」
翁
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
』

八
〇
　
一
九
九
四
年
）

黒
岩
重
人

「藤
原
京
出
土
木
簡
と
陰
陽
五
行
」
（同
右
）（８．一９７　磁紳隷脈）




